
令和３年の火災発生状況（速報値）      

【火災発生件数とその内訳】 

【 平成27年以降の火災件数の推移 】

0特徴１ 住宅火災の増加

令和３年１月１日から令和３年１２月３１日までの札幌市内の火災発生件数は383件

で、前年同日と比べ、７件増加しました。 

また、平成27年から減少傾向だった火災件数が、６年ぶりに増加に転じてしまいま

した。令和３年中の火災には、どんな特徴があるのかを見てみましょう！ 
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建物で発生した火災が２７４件で、そのうち１７７件が住宅で発生しています。 

昨年と比較すると２２件も増加しており、住宅火災の出火原因は、多い順から、こん
ろ、電気関係、ストーブ、放火、たばことなっています。特に、電気関係の火災は、昨
年よりも１０件多く、ストーブ火災も昨年より９件多く発生しています。 



0特徴２ 全焼火災が約４倍に

0特徴３ 逃げ遅れによる死者の増加

0対策！ 火災にすぐ気づき、避難すること

大雪のせいで車両火災！？          

市民が主役の火災予防

① 火災予防行事・活動に参加しましょう  ④ 防炎品を使用しましょう

② 火災予防の知識・行動要領を身につけましょう ⑤ 放火されない環境をつくりましょう

③ 消火器などの防災機器を備えましょう  ⑥ 火災から高齢の方などを守りましょう
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住宅火災のうち、全焼火災が１９件発生し、昨年と比較して１４件も増えています。 

これは、前年と比較して３．８倍、つまり約４倍にも増えているということです。 
全焼火災が増えるということは、火災による金銭的な損害も大きくなります。 

住宅火災による死者は１６人で、そのうち１４人が逃げ遅れにより命を落としていま

す。逃げ遅れた１４人のうち、１１人が６５歳以上の高齢者でした。 

また、「逃げ遅れ」といえば、寝ている間に発生した火災と思われがちですが、昼間に
発生した火災でも、逃げ遅れによる死者が発生しています。 

火災から身を守るためには、火災の早期発見が重要です。火災を早期に発見し、被害を

最小限に食い止めるには「住宅用火災警報器」、「住宅用消火器」、「自動消火装置」が有効
です。詳しくは、お近くの消防署予防課又は消防局予防部予防課までお問合せください！

発行：札幌市消防局予防部予防課 
 〒064-8586 札幌市中央区南４条西10丁目 

    ☎ ０１１－２１５－２０４０ 

大雪の影響で、タイヤが雪に埋まり動けなくなってしまっ

たとき、無理にアクセルを踏み続けると、思わぬ火災につな

がる場合があります。実際の事例をご紹介します。 

雪道で埋まってしまい、抜け出そうとアクセルを踏んで

も、車体が雪に乗り上げてしまい、タイヤは空回りするばか

り。それでもアクセルを踏み続けたことで、車両下部から出

火しました。考えられる原因は・・・。 

① アクセルを踏み続けたことで、マフラーが高温になった。
② 雪で押し付けられた樹脂製のカバーが、高温のマフラー
に接触した。 
車が埋まってしまって脱出できない場合は、無理にアクセ

ルを踏み続けることは避け、臭いや煙などの異変を感じた場

合はすぐに降車して確認しましょう。 

車両下部の出火部分 
マフラー 


